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県美大会へのご協力に感謝

中越美術教育研究会 会長

立 川 厚 生

当研究会は、中越地区の幼稚園、保育園、小学校、中学校、特

別支援学校、高等学校から、多くのご支援をいただいております
ことに、心から感謝申し上げます。事業の開催にあたっては、新

潟県教育委員会や長岡市教育委員会からご後援をいただき、また

新潟日報社や新潟県教職員厚生財団、日本教育公務員弘済会新潟

支部から多大なご援助をいただき、誠にありがとうございます。

今年度は、8月 に「第31回新潟県美術教育研究大会中越大会」
と「夏季研修会」を兼ねて開催し、12月 に「教職員美術展 2017」、
1月 に「中越教育美術展」を行うことができました。また、「中越

教育美術展作品集」を刊行し、この「会報」を発行いたしました。

会員の皆様の工夫と努力、協力のお陰で、充実した取組ができま

したことに、心からお礼申し上げます。

^年度の事業の成果の一つは、「第31回新潟県美術教育研究大
会中越大会」を開催できたことです。本大会の開催にあたり、会

場提供やご支援をいただきました新潟県立近代美術館、長岡造形

大学、長岡市、長岡市教育委員会をはじめ、各後援団体、下越美

術教育研究会、上越美術教育連盟、高等学校教育研究会芸術部会
の皆様に厚くお礼申し上げます。
148名 の参会者がかかわり、情報がつながり、各自の今後をみつ

める大会になりました。皆様の王体的な取組に心から感謝申し上

げます。

本大会では、新潟県立近代美術館や長岡造形大学などを会場に

活動公開を行い、「社会に開かれた教育課程」の実現に一歩踏み込
みました.鑑賞活動においては、指導者が事前に学芸員との協議
を重ね、子供たちの質の高い学びを引き出すための連携を図りま

した。千秋が原ふるさとの森アトリウムでは、植物園の天丼の高
い空間を生かしたインスタレ~ン ヨンを行い、作品は大会後も同
会場を訪れた一般市民に見ていただくことができました。このよ

うに、地域の人的・物的資源を活用し、学校外に発信する機会と

●第 1回 研究部会
・平成29年 5サ 11日 1月| 卜組小学校
県美大会の内容検討

平成29年度 中越美術教育研究会 事業内容

もなりました。
「審議のまとめ」には、「新しい教育課程においては、『義務教育

段階を終える段階で身に伺けておくべき力は何か』、『高等学校卒

業の段階で身に付けておくべき力は何か』という観点から、各学

校段階で育成を目指す資質・能力を相互につないでいくことが求

められる。」とあります。本大会で、イ呆・/」‐ 中・高のそれぞれで

活動公開を行い、インスタレーションにおいて、小学生から大学

生までの異年齢の子供たちが、協働による制作活動を展開したこ

とは、学校段階間の接続を考えるきっかけともなりました。

新学習指導要領の図画工作科の改訂の基本的な考え方と中学校

美術科の改訂の具体的な方向性に共通するのは、表現及び鑑賞に

関する資質・能力を相互に関連させながら育成することです。本

大会の活動公開では、表現4コ マ、鑑賞3コ マで提案を行いました。

美術館を活用した鑑賞活動を表現と関連させた取組や保育園児の

美術館での鑑賞活動など、表現と鑑賞の関連を考える上で、今後
の参考になる内容でした。指導・提案をしてくださった先生方に

敬意と感謝を申し上げます。
「造形五・十の市」は、昨年度のプレ大会の規模を拡大し、下越・

上越の先生方からも実践発表をしていただきました。多種多様で

ユニークな題材や材料、そして子供たちの生き生きと造形活動を

楽しむ姿が紹介されました。ポスターセツンヨン形式による参会

者との身近な交流により、主体的・対話的で深い情報交換の場と

なりました。ここでのつながりが、さらに広がっていくものと期

待が膨らみます。個性豊かに創意あふれる提案をしてくださった

28名の先生方に心からお礼申し上げます。

講演会では、聖徳大学教授 奥村高明様から、「新学習指導要領
における図工美術教育」と題して、新学習指導要領のポイントを

豊富な具体例を基に分かりやすくご教示いただきました。結びに、
「子供をかけがえのない存在にできる、一人一人が主体的で対話的

で深い学びをする存在である子供たちを、そういう子供たちにで

きるのは、先生たちです。かけがえのないのは、今ここに座って

いる皆さんです。」と締めくくられ、大きな力と希望や勇気を与え

ていただいた思いがし、心が温かくなりました。

多くの皆様のお陰で、大変有意義な大会になりましたことに、

改めて心から感謝申し上げます。ありがとうございました。

●「中越教職員美術展2017～第23回～」
・会卿∫ 平成29年 12月 20H(水 |～ 24日‖」|
長同市美術セ′ター
・出品点数  64点
・入場者数  598人●第 1回 理事会・代議員会

・平成29年 5月 18日 (恭  アトリウム長同
会務決算報告・予算事業計画審議等

●第 2回 研究部会
・平成29年 7月 1,lHI, 上組小学校
県美大会の内容検 |ヽ 1

●「第31回 新潟県美術教育研究大会中越大会

兼第50回 夏季研修会」
―平成29イ 118月 18H喩 |

長同IL形大学 他
・参加者148人

●第 1回 美術振興部会

(中美展委員会・広報委員会 )
・平成29年 9月 4日 1月| ヒ組小学校
審査会計画・作品集・会報原稿依頼等

●教職員美術展 第 1回 実行委員会
・平成29‐年9月 4日 1月1上組小学校

●中美展 1次審査会
・平成29年 11月 14 HI力  _ヒ組小学校
1次審査員33名

●中美展 2次審査会
・平成29年 11月 22日 |」。 卜組小学校
群馬大学   林  排史 教授
新潟大学   月,台 嘉彦 教授
東京学芸大学 西|す  徳行 准教授

●第 2回 中美展委員会
・平成29年 11月 2211:|.“ _L組小学校
展示・授賞式:1画等

●第 2回 広報委員会
・平成29年 11月 22111」。 上組小学校
展示・授賞式言1画牛

●「第53回 新潟県中越教育美術展」
・会期 平成30年 1月 111-1巾 ～14日 十日|
長岡市美術センター
・人場者数 2819名
・応募点数 23.729点  展示点数 724点
・特別賞授賞式 平成30年 1月 14H十日|

●第 3回 広報委員会
・平成30年 2月 22 HI" 上網小学校
中美作品集の校正

●第2回 理事会
平成30年 3月 61→ |力 上組小学校
各事業の反省と次年度への提再

●「第53回 新潟県中越教育美術展・作品集」の発行
・作品集 第27集  発行
・中美研会報142号  発行
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第31回 新潟県美術教育研究大会中越大会の概要

大会実行委員長 小林 学
1 はじめに
今私たちは、予測不可能な社会を迎え、なかなか解決しがたい多 くの課題を抱えています。そんな状況の中で、時には個々

人で、時には協働的に、一見意味をもたないものから意味や価値のあるものを創 り上げる造形活動の役割は極めて大きいと考

えます。さらに、美しいものに感動を伴って気付き、そこに喜びを見いだして心豊かに生きていくことにおいて、その基とな

る豊かな感性を育む造形教育は、今このような時期だからこそ一層重要視されてきていると考えます。

新学習指導要領では、子供たちに必要な資質・能力を育むための学習過程の在 り方として「主体的・対話的で深い学び」の

実現を求めています。本来、造形活動は主体性を重んじる活動であり、材料や対象、仲間など<ひ と。もの
。こと>と のやり

取りの中で行われる活動です。これまで造形教育において重視 してきた授業づくりの視点に共通しています。特に、「深い学び」

で求める「『各教科特有の見方・考え方』を働かせること」については、造形的な見方・考え方を働かせ、広げ、深めて、更新

し続けるという私たちが大切にしてきた取組と合致します。

未来を力強く、心豊かに生き抜く子供たちを、さらによりよく育む造形教育の創造に向けて、大会テーマを次のように設定

しました。

2 大会テーマ IHIRAKU』
大会テーマの 『HIRAKU』 には、…ひらかれた学校・ひらかれた教育の中で、子供たちが自らをひらいて活動し、自らのよさ

せ と い時代を切りひらく''と いう願いが込められています。

を目指し、「かかわり つながり みつめる」学びに着目し、こオし́を副題とテーマ |こ い σ)

しました。
「かかわり」とは、子供一人一人が<ひ と。もの・こと>と 主体的にかかわることです。自らの思いをもって、対象と結び付
いていくことです。子供がこれまで手を動かし、肌で感じて獲得 した自己の経験とそこで培われた見方・考え方を基に、さら

に<ひ と・もの・こと>と 主体的にかかわりながら意欲や想像を膨らませていくことです。
「つながり」とは、感性を刺激し、見方・考え方を広げ、深めるために、<ひ と・もの 。こと>と それぞれの特性や強みを生
かしてつながることです。ある時は「かかわり」をより活発にし、ある時はより深 く「みつめる」ことを促進します。

「みつめる」とは、造形の新たな価値の創造に向け、<ひ と・もの・こと>、 そして自分自身を深 く見つめることです。<ひ と・

もの・こと>と の「かかわり」、「つながり」の様態が「みつめる」深さに大きな影響を与えます。
「かかわり」「つながり」「みつめる」には、順序性はありません。互いに作用し合いながら、自分の世界を広げ、自分らしい

価値を創 り続けます。このことを実現し続けることが、自らを開いて造形表現に入 り込み、自らのよさや可能性を開かせ、ひ

いては、より豊かな未来を切 り拓いていく人を育むことになると信じています。

3 大会の概要 ―各活動の主な内容の紹介一 ―
各活動の概要をお示しします。それぞれの内容や成果等については、次ページ以降をご覧ください。

(1)計 7授業の公開と協議会
公開した授業は以下の通りです。

校 園 領域 授 業 者 題 材 名 授業会場

A 保 鑑賞 石坂千恵子 (恵和保 ) 県立近代美術館で遊ぼう 近代美術館

B ′―
「 鑑賞 金澤 健志 (堀之内小 ) 最も『へんてこりん』な作品はこれだ |

近代美術館
コレクション展示室

C 月ヽ 表現 堀  和宏 (阪之上小 ) ヒカリ・デザイナー 造形大学
203講義室

D 中 鑑賞 同地 大革甫 .官内中) わたしとあなたの描いたうごき
動ヽ物画制作と加山又造展の鑑賞を通して～

近代美術館
企画展示室

E 中 表現 荒木 広明 (小千谷中) モノクロームの世界ヽみんなで描く水墨画―
造形大学
デッサン室

F 昔
同 表現 田中 幸男 (小千谷西高) お絵かき伝言ゲーム :伝わるカタチから見えるもの 造形大学102講義室

G
4ヽ

中 表現
斉藤 博文 (見附西中)
佐藤 隆幸 (関原中)
外山 高宏 (裏館小 )

異学年集団インスタレーション
千秋が原ふるさとの森
アトリウム

以 11の ように、幼保から1授業、/」― 中学校から各 2授業 1表現・鑑賞 1、 高校から 1授業の授業公開を行いました。鑑賞領
域の授業では、県立近代美術館を直接利用させていただきました`,ま

た、/1-中 ・高による異学年集団を形成して、造形的な
コミュニケ~ン ヨンを促しインスタレーンヨンの制作活動を行いました.会場として長同造形大学や近代美術館を活用したり、
‐使種を超えた授業を細んだりと、大会テーマの FmRAKU』 のごとく、開かれた教育活動を探、り求めた授業公開となりました。
(2)造形五・十の市 (長岡リリックホール)
図 |:・ 美術教育に特に志を高 くもつ県下の教員たちが、それぞれの実践を、ポスターーセツンヨン形式で提供 し、参会者と共
に意見交流を行いましたっ長岡市の「五 一 |一の ||■二 |[な ぞらえて、この企画を『造形五・十の市」と名イ」けました. 11越 、下

越地域からも計 10名の発表者を募ることができました]協力いただき貴重な実践を提供 くださった皆様に心より感謝中し上げ
ます。
(3)奥村高明様によるご講演 (長岡リリックホール)
聖徳大学教授の奥付高明様からご講演をいただきました。奥付様はとにかく子供の実際の姿を大切にされている先生で、当

日の全ての授業を取 り |■げられ、その時の子供の事実を′1艮 1′′Lに してお話しされました´子供のわずかな変化おも見逃さない鋭
い観察限に感動させ′っれました.ま た、新学習指導要領に関して、軽妙な切り口をもって分かりやすく説明していただきました.
どの内容も説得力があり参観者の心を引き付けて放しませんでした。

(4)新潟県立代美術館『加山又造展』鑑賞
昼休みには新潟県立近 |ヽ 美術館で開催されている F加山又造展」を鉗「賞することもできました。美術館への入館料が参加費
に含まれていることも当研究会の「売り|の

‐つでしたこほとんどの参加者が美術館針t賞 を行っていました.

(5)中越教育美術展特別賞作品展
平成 28年度の中越教育美術展の特別賞作品 50点 を長岡リリックホールのロビーに展示し、参会者の皆様から見ていただき
ました_

～かか り つ る ～り みつ
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■ 【造形活動 :A】 (鑑賞/保育園)

新潟県美術教育研究大会に参カロして

石坂 千恵子 1長 FI卜 恵和脚
当園は、自然環境豊かな場所にあり、日常保

育も広い園庭の中で自然と触れ合う野外保育を

通し、環境教育を実[,実 しています。

園庭で草花や虫を観察し、日々変化する雲や

風の音を体感し、「みつめ、かかわり」遊びながら、

時には体を使って表現したり、絵を描いたりするなどの活動に取り組
んでいます。

今回、県美大会での公開授業「鑑賞」を、コーディ不―ターの宇賀
田先生の御指導をいただき担当する事となりましたc

子供たちが見た事、感じた事を友達と話し合
い、全感覚を使って自分なりの表現が楽しめる

ようにと野外の彫刻での授業を計画しましたが、

当日は雨が降り、館内の彫刻での授業となりま

した。

子供たちは彫刻を見ながら、それぞれが全感覚で感じた事、思った

事、想像した事を共感しながら話し合い、彫刻の「まねっこ」をグル
ープになり表現する事ができました。彫刻を通じて友達や作品ともつ

ながる事ができたように思えます。道具はなくとも体で表現しながら、

友達と一緒にできた事を喜び、創造する事の楽しさを学びました。私
たちは、子供たちの活動する姿から、様々な事を考えさせられました。

夏の県美大会が終わってから今までに、様々な表現活動を行ってき
ました。天気の良い日に近代美術館に出掛け、野外に設置してある彫
刻で「まねっこ」したり、いつも歌っている歌を大きな紙に絵で表現
したり、又、その歌を体で表現してみたり。友達同士で考えを出し合
い、お互いを認め合っての活動は、大会のテーマである「HIRAKU」
～かかわり つながり みつめる～ そのものと感じています。
今回、県美大会に参加させていただいて、子供たちの創造力の大き
さに喜びを感じました。大変貴重な経験をさせていただき、ありがと

っございました。

◆ 【協議会 ;A】 コーデイ不―ター/宇賀田和雄 (近代美術館)
記 録/飯塚 悟美 (恵和保)

○協議のまとめ
一かかわリー
・鑑賞後、感じたことを子供同士で自由に発言し、他の人の意見も聞
き共感し、そして形にしていく過程が見られた。創造していくこと

で意見が形になった。
・一人で表現するのも良いが、他の子と協力して
の表現活動がとても良い。
・自分たちがしたことを認めてもらい、自信へと
つながっている。
一つながリー
・
F,障害のあるなし、年齢にかかわらず全感覚を働かすということを他

者と共感していた。
・授業へつながる普段の保育で、みんなが一つのテーマに取り組んで
いる。雨が山から川へ、そして海を目指すことなど野外保育の中で

様々な発見や表現につながっている。
・幼少期から美術館を身近に感じられるのは、とても良い。
・鑑賞の中での発言で、自分の生活につながるというストーリーを考
える発想の自由が良かった。

一みつめる―
・彫刻作品の題名や説明をあえてせず子供たちや見る人のイメージや

自由表現を大切にしたと感じ、改めて自由でいいのだと感じ、美術

館を身近に感じた。
・子供の見立てにその場の状況が影響することに気付くことのできる

保育者の視点、物の見方を学びたい。
・「最後に目を閉じて、見た作品を心に残す」という所に惹かれた。

O総括
美術館は、びっくりの「び」。知らないところで

見たことのない物に出逢える場でもある。

今日は、美術館にある作品と子供たちそれぞれ

がかかわることに意味があった。よく観てみた、
みんなで観られて良かったなと思える授業にしよ

うと話して今日は、特別のものになった。
今日の授業を通して、美術館の作品が単なる置物ではなく芸術作品
でもなく、子供たちにとってかかわり合う意味のあるものになり、保
育者にとって美術館は、子供たちと気軽に足を運び、未知の物とつな
がれる場所になったら良いと思う。

■ 【造形活動 ;B】 (鑑賞/小学校)

最も『へんてこりん』な作品は
これだ !

金澤 健志 (魚沼・堀之内小)
図画工作の授業で、鑑賞と表現を関連付けて展開してきた。鑑賞が

表現のヒントとなり、表現できた思いを語る。語り合うことが想像力
を豊かにし、造形的な見方や考え方を広げ、深めることにつながると

考える。見つけたこと、感じたことを語り合う場として、県立近代美
術館のコレクンヨン展「奇想 (へんてこりん)のたくらみ」を鑑賞した。

美術館を訪れた経験の少ない4年生児
童は、多様な作品群に興奮気味だった。

美術館での鑑賞活動は、児童に多くの

刺激を与える。表現の多様性を味わい、
思いを表す自分なりの方法に自信をも
つことが自らを「ひらく」ことである
ととらえ、本実践を行った。

Oま とめ
当校では日頃から、友達の話を聞くこと、本音で交流することに力
を入れ、学級づくりに取り組んでいる。今回は美術館で興味をもった

作品へ積極的にかかわり、作品と自分、友達と自分との共通点や相違
点をテーマに話し合った。本物の鑑賞を通じて印象的だったこと、友
達との意見から感じ取ったことを大切にした発言やワークン~ト ヘ

の記入が多く見られた。鑑賞を通した本音での交流により、作品や友
達とつながった実感をもつことができるよう、今後も実践を重ねる。
自分の表現に自信をもてない児童には、「へんてこりん」が大きな
自信をもたせてくれた。ユニークなアイディアが想像力を豊かにする

こと、自分なりに解釈できた

達成感を、参加したどの児童
も感じていた。多様な価値観
を認め合えることが、自らを
「ひらく」こととして表れた。

美術館での鑑賞の楽しさを

味わう経験を積ませたい。本
物を鑑賞することが発想や構

想に与える効果を認識し、美術館での鑑賞を推進していきたい。

◆ 【協議会

|●‐質疑応答
鑑賞作品 5点を選んだ理由→下見で

授業者が心惹かれたものと、学芸員
からのアドバイスをもとに選択し

た。
5点を取り扱かった順番の意図→意

見の出やすそうなものからだんだん
ハードルを上げた。動線も考慮した。

5点に決めた理由→その位が適切な

数と思った。
ユニーク・分かる・好きという物差しを与えた理由→「へんてこりん」
=「ユニーク」と捉えている。変わっている、意味不明という意味
だけではなく、「分かる」「好き」という物さしがあるといいと思った。

学芸員を巻き込んで展開するという授業を考えなかったのか→自分
でやりたいという気持ちが強かったので、作品の意図や時代背景な
どを詳しく話してもらうようなことはしなかった。学芸員からも、
「作品から子供が思うことを大切にしてください」と言われた。
ランキングは比較するのにいい方法だが、「うみのうた」を選んだ

意図と、うまくいった
ところは何か→対比さ
せると見方が深まると

考えたが、周囲の人と

話せても、全体で発表
する段ではうまく引き

出せなかったので、ラ

リーにしていければよ

かった。

○まとめ

質疑応答の後「ワールドカフェ形式」で行われたグループ協議では、

活発な意見交換が行われた。最後にコーデイ不―ターが、「見方は多
様でいい」「みんなOK」 という鑑賞授業の流れが多くなってきた中、
あえて「絞る」形の授業は新鮮だった。アクテイブラーニングの重要

性が言われている中、「ランキングを決める」という「しばり」の中
で鑑賞することにより、交流・広がり・深まりが生まれるという、提

案性のある授業であった、とまとめた。

B】 コーデイ不―ター/佐々木 ,閏 (日越小)
記 録/中村 幸恵 (富曽亀小)
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■ 【造形活動 :C】 (表現/小学校)

ヒカリ・デザイナー

○授業の実際

(1)表現意欲の高まりを促す、題材構成の工夫
様々な材料を組み合わせて光り方を試すこ

とができるように、光と光を通す材料を組み

合わせて、光り方、色、明るさ、影の形など 1

を意図的に変化させて楽しむ場を設定した。

材料や用具と主体的にかかわったり試したり
したことで表現意欲を高め、思いや願いをも

ち続けて表現する姿が見られた。

(2)自分たちの表したいイメージについて、試しながら話し合う活
動の組織
グループで表したいイメージについて話し合い、試しながらイメ
―ジをふくらませ

思い付いたこと

や見いだした方

法を出し合った

り、試 しながら

話 し合ったりす

る中で、イメー

ジを表すための

新たな表現方法

を見いだしてい

く姿が見られた。

(3)見いだした表現方法を生かしてつくり進める場の設定
表したいイメージに合うように、見いだした方法を組み合わせてつ

くり進める場を設定した。表したいイメー

ジに合うように、光り方、色、明るさ、影
の形などを意図的に変化させて表現しよう
とする姿や、発想・構想を繰り返しながら、
よりよい表現を求めて表現し続ける姿が見
られた。

ttr f[E ir.]il .:')i;t-t'.,)'t

たり、構想を具体的にしたりする活動を組織した。

◆ 【協議会 iC】 コーディネーター/津端 朝宏 (山古志小)
記 録/夏井 了照 (名木野小)

○質疑応答
・グループ8人は、どのように決めたのか。→本来は、意図的な編成
にすべきだが、特別な事情で参加が希望制になっているので、そう
はしていない。
・テーマ設定の様子は ?→子供たちから、テーマを決めて作りたいと
いう意見が出てきた。教師が、もう少しテーマを具体的にしていく

と、目標や課題などが明確になって良かったかもしれない。
・指導者にとって、フアツンヨンンヨ~の ゴールのイメージは、どの
班が近かったのか。→どの班も少し違っている部分もあるが、花火、

四季のグループのイメージが近いかもしれない。服を光で変化、服

装が瞬時に変化という点が、光でファッ
ンヨンンヨ~な らではのものであると考
えている。また、床にペットボトルなど、

周辺の飾りつけをしたカラフルグループ

もフアツンヨンショーの雰囲気を作って
いた点で、そこに近かった。

○協議題① 子供たちの場の設定が良かったか。
・OHPは使い方が簡単である。写しながら、話をしたり、グループ
で一緒に作業ができたりするのが良い。
・Tさ んにとって、場の設定が大変役立っていた。ペットボトルの水
が波に見え、「先生、海だ !」 と呼んだ。最終的にはうまくいかな

かったのか、振り返りに「次回はペットボトルで波を表現したい」
と書いていた。

○協議題CII フアツンヨンンヨ~と いう設定が良かったか。
・フアツンヨンンヨ~と いうテ~マであると、個々にイメージが違う。
ヒカリ・デザイナーというテーマは良かった。 1分動画という感じ
で自由に作ったり、アニメーションにし
たりする表現も良いのではないか。

子供たちが、グループで工夫しながら動
きを入れたりして、とでも楽しそうに活

動していたのが良かった。

■ 【造形活動 ;D】 (鑑賞/中学校)

県美大会を終えて

岡地 大輔 (長岡・宮内中)
今回の授業は美術部員 1年生を対象とした
が、彼らには大会テーマである「HIRAKU」
ことが必要であると常々感じていた。他校の
生徒との共同作業や対話、加山又造の作品と

出会い、深く作品世界に入っていく体験を通
して、美術作品と「かかわり」、同年代の他
者と「つながり」、自身の表現をより深く「みつめる」機会をもてた。
その後、美術部員たちの変化として、アニメ的表現へのこだわりが少
なくなり、より工夫のある表現が増えてきたように思う。また、作品
の話評会でも、話す言葉が作者の気持ち、作品の内面へ興味が移って
きたように感じる。また、生徒だけでなく、私自身も今回の授業を準
備していく中で、新しい出会いや刺激を少なからず受けた。近代美術
館の学芸員の方々と打ち合わせをし、指導案にご意見をいただいたり、

実際の加山又造展の会場を見て回りながら鑑賞
時の生徒の位置を決定したりと、手厚くフォロ
ーしていただいた。他にも教材用の撮影のため
に山古志で実際に闘牛を見たり、宮内中学校と

越路中学校、2つの美術部合同で活動するなど、
初めてのことばかりだった。こういった普段の仕事の中では得られな
い体験を通して、これまでの自分の授業を見つめ直し、改善すべき点
を見つける視点をもつことができた。
さらに、長野県で行われた全国造形研究大会で、今回の実践を発表
する機会をいただいたことも貴重な体験となった。その際、他県の研
究発表の中で、個人としての授業ではなく、研究会がチームとして一

体となり、研究に取り組んでいる姿を

見た。地域とかかわりながら、単発で

なく数年先まで見通し、長いスパンで
の目標をもって取り組む体制を確立し
ようとしていた。その様子を見て、自
分自身ももっと他とかかわり、ひらい

ていく必要があると感じた。

◆ 【協議会 :D】 コーデイ不―ター/村山 裕之 (近代美術館)
記 録/田村 晃夫 (三条第二中)

○協議会の抜粋
普段なかなか話せない子供もいる

なかで、グループワークの際リー

ダーがよく意見を引き出してい

た。リーダーが持っていた「話し

合いのヒント」(指令書)が よく
生きて働いていた。

美術館での本物と向き合う経験は

よい。このあとどう落とし込むか。
→作品を見るときにこういう方法

があるというツールとして使えたらよい。また、自分の絵がおもしろ

くなっていくようにそれぞれがなったらいいかと考える。
・主体的に意見を言えるために、「なんでそうなったか自分の考えも

書けるといいね」と先生の言葉がけが適切であった。
・子供たちの意見とその根拠を言葉にしてみることはあらためて大事
だと思った。アイスブレーキングや用具にパステルを用いたことが
よく生きていた。
・今回の加山又造の三作品を選んだ理由は。→今回美術館との協働で、

加山又造に授業者自身かかわっていく中でこれしかないと思った。

場所的にもちょうどよい所に展示してあり、授業展開に生きて働く
と考えた。

○コーデイ不―ターより
・対話型鑑賞の研修をさせていただいているが、現場ではどうされて
いるか気になり参加した。今回の取組や姿勢から大変うまくされて
いることを感じた。
・思いを言葉にすると、その思いがくっきりと立ち上がるが、それに
よって切り落とされる思いもある。

そんな子供たちの思いも大切に、ニ

ユートラルに受け止める先生の姿
勢やそのような場をもつところが
よかった。

対話型鑑賞に取り組んでいくこと
は、人間力を高める上でもとてもい
いと考える。

彬
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■ 【造形活動 E】 (表現/中学校)

協働することの価値に
付かせる授業」
「

Ht IIEE i,t.+?i+l
モノクロームの世界～みんなで描く水墨画～では、一人では成し得
ない大作を、人と協力して創り上げることで、協働することの価値に

気付かせることを目的として実践を行った。対象学級は、落ち着いた

大変素直な学級であったが、仲間と協力して活動することで達成感や
充実感を味わう機会を、まだ多くはもてていなかった。そこで、本実
践を通じて、より効果的に達成感や充実感を味わえる工夫をし、仲間
と協力して活動する

機会を夏休み中に設
定できたことは大変
ありがたかった。

共同制作にあたっ

て制作グループを3
つ作った。一つは美
術部、あとの二つは学級の

男子と女子とし、それぞれ
のグループにリーダーを立
てた。リーダーを中心に構
想や構図を決定すること
で、制作中もリーダーを中
心にどんな作品にするか、
どこを分担するかなどを相談し、グループのメンバーがかかわり合い

ながら制作することとなった。大きな支持体にそれぞれが好きなよう
に表現し、絡み合うことで、近くにいる生徒とのかかわりや、新しい

表現が生み出されることを期待したのだが、生徒たちは見事に期待に
応えてくれた。自分で見つけた技法 (薄墨を撒いて池に降る雨のよう
1こ見せる表現)を画面全体に施す生徒や、近くで制作する生徒を誘い
分担する範囲を広げる生徒。担当した季節の季節感を表すモチーフを
提案し合い、同じものを互いに描き合う生徒の姿を見取ることができ
た。
出来上がった作品には各季節の様子が色濃く出ており、鑑賞の際に
はリーダーの発表を聞いて納得している様子が見られた。グループご
とのテーマを反映した大掛かりな作品を制作することはできたといえ
る。また、技能へのこだわりを捨てて、実質制作時間30分間で、7メ
ートルの障子ロール紙いっぱいに作品を描けたことは成果の一つであ

制作全体を通じて常に他者とかかわり続け、折り合いを付けながら

制作を進める活動はまさに協働であり、その活動の中で、各自が自分
の持ち味を発揮している姿を見つけることができた。しかし、活動時

間が少なかったため、もっと描きたい、もう少し描きたいという作品
への米練が残っている。活動に見合った適正な時間配分や、年間指導

計画における、共同制作と個人制作の割合などを、新指導要領に照ら

して検言寸していく必要があると感じた。

◆ 【協議会 ;E】 コーディ不―ター/野村 宏毅 (湯沢中)
記 録/高橋 淳― (見附今町中)

○協議会の質疑の抜粋
▲技能面で何を生徒に身に付けさせたいのか。→リアルに描き込むこ

とが全てではないことと、描いていない余白にも価値があることに気

付かせたい。見方についても同じである。▲水墨画の魅力と伝えたい

ことは何か。→描いてあるところと描いていないところがあること。
▲今までの学習では、何を行ったか。→小学生の時、墨絵をやってきた。

好きな題材を行い「にじみ」「ぼかし」を習得した。

○グループ協議～3グループに分かれ協議した。
1「かかわり」

(1)主体的にかかわる手立てとして、①一人一役の部分、②つなげる

作業、③まとめるテーマが考えられる。

(2)や ったことがない素材やテーマを取り上げたり、地ナ,k素材を活用

したりする。→苦手意識がなく、どの子も知っているもの、見た
ことがあるもの、描きやすく、バリエ~ン ヨンが出る。
2「つながり」
(1)表現・鑑賞の授業においての問題点 :▲意見交換・交流の時間確保。
どこに焦点を合わせてつながりをもたせるか。▲個々の制作がメ

インになっており、他者とのかかわりがあまりない。▲地域らし

さを生かした授業ができていない。▲鑑賞では、他者への遠慮が

強く見られ消極的で、班活動の活
性化に工夫が必要である。

(2)つ ながるために必要なこと 1自分
の考えを充実させることと教師の

働きかけが必要である。
3「みつめるコ
(1)現状からみえる問題点 1取組をし
ている際に他の人の価値に流され
て、取組が浅いことがあることや本物の作品に触れていない。

(2)必要なものとして :①美術の授業時間だけでなく、「総合白tな学習
の時間」などを活用する。(美術館や専門家の指導など、外に出て
の学習をする。キャリア教育とも関連づける。)②校内環境を整
える。(校内の掲示物を充実させたり、作品展を行ったりする。県
立近代美術館の出張美術館の活用。)

を鶏

■ 【造形活動 :F】 (表現 高等学校)

公開授業を振り返つて

田中 幸男 (小千谷西高)
今回の授業実践は10数年前に教育実
習生の指導からスタートしたものです。
最初はこちらも生徒もドキドキしなが
ら1時間を過ごした記憶があります。
その授業の実施後に予想していない言
葉が聞かれました。「この授業で○○さ
んと高校に入って初めて話ができた。」
というのです。3年生でした。美術の授
業ではモチーフを観察したり、表現の

方法を考えたり、静かにモノと対峙し、
作品を完成に近づけることに多くの時
間を割きます。しかし時には賑やかに
ものごとを考え、他者とのつながりを
意識する実践があってもいいのかもし
れないと思いました。生徒たちの中に
は大なり小なり、自分だけのンエルタ
ーがあり、中には他者との交流を避け
たがる者もいます。一定のルールの中
で安心して取り組む。表現という行為
を通して他者とつながる。授業という
場で自分の表現を提示し、他者の表現
を受け入れ比較する。それらが新たな
自己の発見へとつながるのではないか
と思います。今回の県美大会では1～ 3年の高校生に加え、急違2名
の先生方にも参加していただきました。ご協力いただきありがとうご
ざいました。今後の指導に生かしていきたいと思っています。

◆ 【協議会 :F】 コーデイ不―ター/北村 和則 (中越高)
記 録/中條 由美 (上越総合技術高)

○協議会の質疑応答の抜粋
・それをやることでそのような面の上達は見られるのか。→物体の車由
の認識や外見の本質・属性をいかにピックアップして伝えるかが大

事であろう。「かかわり」という部分で、一人一人かかわる、モチ
―フともかかわる、クロッキ
ーは線の表現なので、この方
法だと骨格や立体感などまで
とらえにくいが、時間制限が

あるゆえ、大胆で積極的な表

現になる。
“つながり"のテーマからみる
と、「相手を責めない」こと

が学級開きのハンカチ落とし
に似ているが、

①この授業の後で人間関係の変化は起きるのか。

②ポスターなどを作る際に、よりそぎ落としてメッセージを発信すべ

きと思うが、最低限これだけは伝えなくては、といった力は身につ

くのか。情報の選択とイメージの集約化に役立っているか。→①ア
イスブレイクにはなっている。人間関係にかかわると思う。②履修
の流れにつながってはいくだろう。

○大会テーマに沿ってのまとめ
主体的・刈話的で深い学び(ア クテイブラーニング)に近い面として、

伝言ゲームでつながり、描いたものを見て次の課題として自分をみつ

める。そして単発ではなく、他とのつながりが生じることによって可
能性がある題材になり、またこれを出発点とした造形活動の動機付け
に使えるのではないかと考える。
作品を見終わった後も学ぶことがあると思うので、作品を描いて、
見て、得た知識をその後に生かすことができると、もっと理解が増す
のではないだろか。生徒個人的にも相互間の中でもモチベ~ン ヨンの
高まりが期待できる題材であった。

鍼
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■ 【造形活動 :G】 (表現/小・中・高)

小学生から大学生で
身長 10mの人を3人つくつてみた

斉藤 博文 1現 |:|」 ・西中|

県美大会で昨年に引き続き

異学年集団によるインスタレ
~ン ヨンを担当しました。今
年の舞台は近代美術館隣のア

トリウムで、吹き抜けの天丼

高は 11メ ートル。上から空

間を見下ろすと、床に並ぶ大

きな熱帯植物も草みたいに見
え、自分が巨人になったよう
な感覚を覚えました。そこ

で、この天丼高を利用して、大きな人などをつくったら面白いだ

ろうな、と考えました。事前に長岡商業美術部+小千谷西・六日
町・堀之内各高校連合軍に諮ると、10メ ートルの人を3人つくり、

巨大な猫や魚も加えることに。

そして前日、大学生 (去年プレ

大会の時中心となった長商生が長

岡造形大に進学した人たち)と 高
校生グループが集まり、人のポー

ズや配置を考えました。簡単に決

まるかと思いきや、考えこむこと

2時間・。悩みに悩んで数やポー
ズ・置き方を決定しました。

研究会当日は、小中学生が合流

して約 3時間で形を切 り抜 き、色
を塗り、大空間に吊しました。

が、なにせ身長 10メ ートル、おまけに巨大な魚や猫もつくる

し時間が短い・。高校生がリーダーとなり、最初「あ―でもない、

こ―でもない」とわいわい打ち合わせると、あとは夢中でひたす

らつくる、つくる 。̈全員アドレナリンがガンガン出ていたと思

います。結果、後半は黙々とした時間が多くなりました。

インスタレ~ン ヨンは制作時にコミュニケーションが自然とと

れるのですが、作業量が膨大で「会話」が少なくなったのが反省

点です。しかし、互いの制作の様子を見合い、異年齢同士がペア

やトリオとなり、アドバイスし合って工夫していったところに価

値があったと強く感じました。そして、できあがった「異空間」

を見上げたときの全員の満

足そうな顔・顔・顔…。感

想を交換すると、やはリイ
ンスタレーションやワーク

ンヨツプのよさが分かりま

した。教室では味わえない

面白さがあったと思います。

「造形五・十の市」を終えて

恩 田  康 一 (見 附
・
南 中 )

O概要
造形五 一十の市は、大会テーマ「HIRAKU ～かかわり つ
ながり みつめる～」のもと、次の点に力を入れて取り組みまし
た。

造形教育にかかわる先生方の題材の構想、展開、指導の工

夫点などを展示・発表する場とする。

展示を見ながら、子供たちの「かかわり つながり みつ
める」を具現する題材や指導の在り方などについて語り合

える場をつくる。
「これはどうやったの」「そんなやり方をしているのか」「他
の人はどう思っているの」など、ボードを見た先生が他の

先生方と造形教育に関する会話を始めるきっかけにする。

このことに賛同していただいた

県内の28名の図工美術の先生方か

ら29提案を発表していただきまし
た。

提案発表者からは工夫を凝らし
た分かりやすいボードを作成して
いただきました。生徒作品や制作
に使う材料などの展示もありまし
た。表現をする子供たちが、様々

な (ひ と。もの・こと)に出合い、
生き生きと表現している様子が伝
わり、充実した展示・発表となっ

たと思います。

また、参加者の皆様も興味深く

発表を聴き、交流を深めており、
お陰さまで盛況のうちに企画を終えることができました。

提案発表と交流の仕方を従来の協議会形式から変えることで、

授業実践や造形教育そのものを新たな角度から捉えることができ

たのではないかと思います。また、県内の先生方が集い語り合い、

造形教育の輪が大きくなったと感じることができました。

螂
長|:|:1111:覇
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第31回 新潟県美術教育研究大会中越大会を終えて

■大いに受けた
||ま あまあ

受 けた

惨あまり

受けなかった

塚 まった く

受けなかった

<自 由記述より抜粋>
・新 しい試みをした授業公開が全 1協議会で設定されてお

り、大変得ることの多い研究会だった.
・授業の切り日、全体の糸Hみ立て方など大変よい刺激にな
った.
・美術館へ行くことが好きだが、今回そのような気持ちで

参加できた.公開授業、1協議会、造形五 一|~の市、体験
型美術館へ来ているような楽しい時間だった.五 ・十の
市は、発表者が気さくに話してくれるし、自分の興味の

ある所で実物などを見なが
')話
を聞けたので、たくさん

刺激をもらった.
・授業も造1卜 ,五 一 |‐の市も、たくさんの実践を ・堂に見る
機会がありがたかった。同じ一つの教羽でも、ねらいの

設定、発間の仕方で学びが深まることを改めて感じたc
自分の授業にも生かしていきたい_
・造形五・十の市は、すぐに授業でできそうなことがあっ
てよかったこそれを授業で使おうと思いつくひらめきに

脱帽c
・造形五・十の市は、1発表者と間近で話を交えられ、 目分
も頑張ろうという気持ちになったc夏休み後の授業が楽
しみになった。
・全体発表でもう少し具体的な例、児童生徒の反応が伝わ
るような動画が需り込まれるとよいと思った。
・奥村先生の講演は、現場のニーズにタイムリーに応えて
いた。
・講演終盤の子供と保育士や教師とのかかわりの動画が印
象的.子供の造形活動を支援する中で、子供を輝かせる
大人の在り方が大切だと改めて感じた.
・学力が変わってきていること、よく勉強していこうと思

う.言語化の重要性も再認識することができた_
・新しい企画や新鮮な切り込みのある授業が盛りだくさん
で興味深かったが、正直、協議会も造形五・ 卜の市も、
もう少し深める時間がほしいと思った。

研究局長 永井 毅人
まずもって、 2年間積み重ねて参りました研究を150名 に
迫る参会の皆様と共に深められたことに感謝いたします=皆
様、ご多用の中、ありがとうこざいました.ま た、新潟県立
近代美術館、長岡造形大学という素晴らしい環境の整う会場

を得て、それぞれの校種ごとの子供たち、異年齢の子供たち

が大会テーマに迫る活動を展開したり、私たち図I・ 美術教

師が互いに心を開き、実践や考えを交流し合うことで、互い

のつながりをもったりすることができました.関係の皆様の
ご高配にも心より御礼中し上げます.

以下、参会の皆様から記入いただきました大会アンケート

の結果と合わせて、本大会を振り返ります.

参会考の年代別構成では、40歳代以上の方が 70%以 _l:を
占めました。ベテランから多くの参加を得て頼もしかったで

す_しかし、これからの教育界を背負う若い年代の先生方に、
もっと図工・美術教育の魅力と重要性をアビールしていく必

要があるようにも思いました.

大会テーマの理解については、90%以上の方から理解でき
ると評価いただきました,一方で、自由記述に 1全体発表の
中に、具体例や児童・生徒の反応等が伝わる動画を_|と のご

指摘をいただきました。研究局として恒常的に実1[支研修を深
めるためにも、」也区の日常的な実j[支記録を定期に集約・保管

し、発表にも生かしていけるようなンステムづくりを今後考
えていきたいと思います_
公開授業は、幼保 1、 小・中学校各 2、 高等学校 1、 小 ヽ́

高校の異学年集団 1の計 7つ を公開しましたこ大会会場とし
た美術館と造形大学の環境を生かした授業や、学校所在地の

地域素羽を題‖」とした授業など、各授業者が大会テーマを具

現する魅力ある授業を目指し、前向きに取り組んできました.

それが、夏休み中にもかかわらず多くの子供の希望参加を

得、参会の皆様からの高評価にもつながったと自負し(い ま

すcそれぞれの協議会で、公開された授業を基に、「かかわり」
を拡充するための授業・保育の環境づくりについて、 J・供が

考えたり感じ取ったりした造形的な思いを汲み取 り他の子供
へつなげていく授業者・保育者の感受

′
|」■ 受容性と手腕につ

いてなど、大会テーマの副題「かかわり つながり みつめ
る」学びの様相を活性化させるアイデイアを語り合うことが

できました.

随 形五・十の市」
.は、長同伝統の市のように、自分が大

切にしてきた実践をアットホームに交流し合い、参会者が実

践アイディアや今後の実践意欲のお上産を持ち帰るというコ

ンセプトで実施しました、,今回は、下越・上越からも出店参
加いただいたことで、本大会テーマの共現を日指した実践が
‐層多彩となり、参会の皆様からブレ大会よりも一層高い評

価を得ましたこ貴重な実践を提供くださり、プレゼンの御協

力をいただいた皆様に感謝中し上げます.

奥村高明先生の講演は、100%の 高評価で、改めて触れる
までもなく示1唆に富む素晴らしい内容でした.公開授業を意
味付けてくださりながら、子供の実際の姿を通して、これか

らの学力と図工・美術の大きな可能性についてお話しいただ
いたことは、私たち図工・美術教師に大きな希望をも抱かせ

てくださいました_

最後に、自由記述 |こ「興味深い発表内容が盛 りだくさんで

あったために、内容を深めるための時間がもっとほしかった」
というご指摘がありました.ブ レ大会後、「子供の姿で語 り
合いたい」「造形五・十の市で心開いた教師同■つながり合
いたい」とやりたいことが増え、時間的に厳しい状況になっ

てしまったことは否めません(,しかし、多くの参会の皆様が
「刺激をもらった」とアンケー トに同答されています^本大
会で受けた刺激が、その後の皆様の研修の出発点となり、県
内各地でそれぞれの実践の中で深めてくださっていること

を、今、楽しい気持ちで想像しています.

参会者の校種別割合 参会者の年代別割合

公開授業・保育に大会テーマを
具現する子供の姿が表れていたか

■よく表れて
いた
まあ表れて
いた
難あまり表れて
いない
にまったく
表オ1で tヽなtヽ

造形五・十の市に
どの程度刺激を受けたか

■幼稚園・

保育園
‐1小学校
嚇中学校

凸高等学校
|‐,特別支援

学校

■

糠

鰈

辣

代

代

代

代

大会テーマの理解度

4%
く

あ

ま

き

よ

ま

あ

で

■

●

確

理解

理解

り理解

ない

講演会に
どの程度刺激を受けたか

1

■大いに受けた

|ま あまあ

受 けた

1第 あまり

受けなかった

は まった く

受けなかった

52%

48% 46%

90%
73%
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講演「新学習指導要領における図工美術教育」 (要旨)

聖徳大学教授 奥村 高明 様

センター試験では時代背景や社会を基にした問題が出題されるため、事実的な知識だけでは対応で

きない。小学生や 20代 前半と50代では学力観ではなく、学力が違ってきている。50歳以上は事実的

知識の置代であり、20代前半では概念的知識の陛代で、概念的知識は事実的知識よりも知識の応用が

できる。

新学習指導要領における知識とは、事実的知識だけでなく相互に関連付けられ「生きて働 く知識」

である.「何年にこうした出来事が起きた」よりは、「なぜ起こったか」「どんな影響を及ぼしたか」、

社会における場面で活用できる概念としていくことが必要である(3つ まり、意味理解を伴った知識、

転移性の高いネットワーク化された知識が今の子供たちの知識であり、三つの柱のうちの一つであるt,

図工・美術の知識においては、「共通事項を学習の支えとして、形や色などの働きについて実感を伴

いながら理解し、表現や鑑賞などに生かすことができるようにする」「芸術に関する歴史や文化的意義

を表現や鑑賞の活動を通して、自己との関わりの中で理解する」ことが要求されているぅ教師は事実

的な知識の捉えで教えるのではなく、意味理解を伴った知識、転移性の高いネットワーク化した構造

的な知識として取り扱わなければないない.表現と鑑賞しかない学習活動の中で、自分との関わりで

獲得しなければ応用できない.一方的に教え込むことは事実的な知識を事実的な知識として教えてい

るだけであるため、子供たちの学力には適応できない_

人間の能力は何万年も変わっていない。使うべきところとか高いところが変わっているc「概念的操

作をする知能」が上がるために、知能指数は 10年で 3ポ イント上がる (フ リン効果,_理由としては

テレビ、写真など視党文化の発達、教育の発展などが考えられるが、資質や能力が高くなったわけで

はない.

図工の指定校の学力は上がるc図上では必要な物だけを取 り出して論理的に組み立てない限り、絵
も工作も鑑賞もできない。他の教科と違って最後までつくらせ、オリジナルを要求することで、 もの
すごく厳しい学習となっていることなどが要因だ。

メタ分析では、「学力が高い子ほどアー トの授業を受けている」「アー トの授業を受けている子ほど

学力が高い」という「相関がある」ことが報告されている。音楽、美術など芸術教育に参加している

生徒は、おおむね学力、学習意欲、出席率が高いということが報告されているが、因果は証明できて

いない。図Tも 算数・数学も総合的に力を発揮 し、例えば空間認知など、その一部分が連携している

と十分考えられる(3

因果の証明にはエビデンスが必要で、これからは「どんな能力を伸ばしたか」「効果があった指導は

何か」「どのような能力が伸びたか」などが問われ、パフォーマンス評価やルーブリックなど、いろん

な評価方法でやることが求められる.図工・美術で育んだ学力を妥当性のあるエビデンスでしっかに)

と示す必要がある.問 われるのは、三つの柱について、具体的に想定してエビデンスを出しているか
ということであるっ

人分県では、美術館が地域や学校と連携 して「地域の色をテーマとした教科融合型学習」をやって

いる。ルーブリックによるパフォーマンス評価や語彙力の変容の分析などでエビデンスを出している_

今回の学習指導要領で、全教科が同じ能力の育成を目指して1「又り組むということで、カリキュラムマ

ネジメントはすごく意味がある。

「主体的・対話的で深い学び」を、もう少し具体的にする必要があるcその授業は本当に子供一人一

人の主体性を保障しているか.対話的って、どのくらいの種類の対話を考えているか,深い学びって

言っているが、探るように取 り組んでいるか。もっと自分のバロメーターをよく考え直し、そうい ')

仕掛けを取り入れる必要がある。

「鎌倉幕府」が事実的だったら、概念的なのは「武家政権の移行が起きた要件」だっ創造的な問いの

例としては、「アールブリュットという枠組みは必要か」.「事実的な問い」から「概念的な問い」、さ

らに「創造的な問い」へと本質的な問いに発展させるべきだ。鑑賞教育が美術作品の鑑賞で終わって
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いないか, 作品の背景まで、中学校・高校は行くべきだ.そ のために、研究所としての美術館をどん
どん使うと|、 いヽ―

授業 |ま本質的な問いに向かって、育成したい力を明確にしながら論理的に構築しなければならい。「ど

こで i学ぶ対象」「何を :学ぶねらい」「どのように :学ぶ方法」が大事なポイントであるため、一人

一人の授業の中で考えていくことが重要である。授業は、思いどおりに進む「ためしてガッテン」より、

子供たちヒー緒に歩きながらやっていく「ブラ・タモリ」だろう。

これからの図画工作は、主体的に学習したとか、対話的に学習したではなく、色の組合せや濃淡の

効果を理解してつくったのか、奥行きが生まれるように材料を配置したのか、作品に関する文脈的な

知識を活用して美術作品を鑑賞したのか、ねらいをはっきりさせて取 り組んで、子供たちに自党させ

るようにすることが求められるっ

新学習指導要領では「どう学んだら子供たちの身に付 くか」「どんな力が付 くか」までを明確にした

ことが改訂の特徴であり、「何を学ぶか」という内容の見直しにとどまらず、「何ができるのか」を見

据えて改善したことが大きなポイントである[〕 日標については、今教科共通で、各教科等の「見方・

考え方」を働かせ、活動を通して二つの柱の資質・能力を育成するようになっている。四観点が三つ

の住に変わっている.図画工作では、「発想・構想」の中に「造形遊び」と「絵や立体・T作」の発想・

構想、「技能」の箱の中に「造形遊び」と「絵や立体・工作」の技能を入れた。鑑賞では「言語活動」

を「内容の取扱い」に出すことで、表現においても言語活動が大事であることを示した.学習指導要
領の構造が資質・能カベースになっているっ評価の観点は三つになると思われるが、 9月 ・10月 く

｀`
2っ

いからの話合いで決まる.

子供は、子供だけではかけがえのない存在にはなれない。「あなたが大切だ」と言ってくれる存在が

必要だハつまり、かけがえのないのは、今ここに座っている皆さんだっ子供たちをかけがえのない存

在にできる、一人一人が主体的で対話的で深い学びをする存在である子供たちを、そういう子供たち

にできるのは先生たちだ。

プロ 奥村 高明 (ォ クムラ タカアキ)様

■所属 ;聖徳大学 児童学部学部長 児童学科教授

■学位 ;芸術学博士 (筑波大学)「美術教育における相互行為分析の視座」

■専門分野・研究内容 :図画工作教育、美術教育、鑑賞教育、美術館教育

■所属学会等 :大学美術教育学会会員 美科教育学会理事

日本美術教育連合役員 日本教材備品協会理事

■著書論文「小学校学習指導要領解説 図画工作編」編集 :文部科学省 日本文教出版
「SCOPE アートポストカード集」「エウレカ アートゲームボックス」
監修 美術出版サービスセンター

■単著「子どもの絵の見方～子どもの世界を鑑賞するまなざし～」東洋館

■単著「造形活動における相互行為分析の視座 (2)

一相互行為分析の手がかりとしての視線―」日本美術教育連合

■監訳「美術館活用術 ～鑑賞教育の手引き～」美術出版

他 多数



10) 中美研会報

中越教職員美術展2017～第23回～

『中越教職員美術展2017～第23回～』について
中越教職員美術展 実行委員長 下 村  芳 明

会期 :平成29年 12月 20日 1水)～ 24日 (日 )

会場 :長岡市美術センター

例年と違い12月 開催という事で、どのくらいの方から

足を運んでいただけるか心配しておりましたが、来場者

総数は昨年度を上回り、この数年の中で最高の598名 と

なりました.ま た、来館者の方からは、「先生方の才能

の豊かさに驚 くばか りです :〕 年末の忙 しい日々の中で

ゆっくり観させていただき、いい時間を過ごさせていた

だきました. 130代 女性)」 「「 |々 の多忙な教職生活の

中で、このように素晴らしい力作を作成されたことに敬

意を表します (、 作者がどんな思いをもって作成されたか

を考えつつ、楽しく鑑賞しましたc 150代 女性)_|「退

職された皆様の充実ぶりもうかがえ嬉しくなりました.

現職の皆さんも忙 しい中、ご苦労様でした。 (60代男

性)」 等、たくさんの方々からうれしいメッセージをい

ただきましたっ常連の来館者の方々も増え、教美展の魅

力が広がっていることに感謝しています´

今年度の出品者数は47名 で出品点数は64点 .′ |ヽ 」 |―

l・

高の現職の先生方だけでなく、OBの先輩方の変わらぬ

大作、力作、長岡市三島郡美術教育研究会の実技研修会

に参加された方々の魅力的な作品も出品していただきま

した。来館者の皆様に大きな感動を与え、充実した教美

展となりました.本当にありがとうございました。

最後に、教美展が素晴らしいものになったのも、出品

していただいた皆様、展示や搬出にご協力いただいた皆

様、並びに多人なるご協力をいただいた奏屋画材店様の

お陰であります。心から感謝中し上げます [

朝焼け妙高 F50 池上 秀敏 元教職員
雪走る F20

雪緩む F50
結城 和廣 長岡造形大学

ソナタ F50 桑原  牧 元教職員
北のセメントエ場 F100 石川 吉郎 大石福祉会こばと

水落 イ『i子 元教職員魚野川河岸待春 F100

セーヌ川とポンヌフ F100 藤岡 一之 元教職貝
あおむけ N130

視 天 F60
「可吉3 月券貝」十日町総合高等学校

10 Another ruorld 40× 40 小沼智恵利 元教職員

11 釈尊涅槃 F20 上坂 義則 元教職員
12 想い出の街角 2017 90× 90 藤本 市郎 刈羽村 立刈羽中学校
13 歯車 40× 50 松井 謙大 新潟大学教育学部II」属長岡小学校
14 城 壁 F10 小林  学 長岡市立黒条小学校
15 景 2017-1 F20

16 景 2017-2 F20
中嶋  均 元教職員

17 裸婦 40× 52

18 裸婦 52× 40
高井 博行 出雲崎高等学校

19 竹林 F10 田中 大志 長岡市中之島中学校
20 晴れの日の午後 P50 南雲  学 小千谷市立総合支援学校
21 初秋の散歩 F20 高橋 淳一 見附市立今町中学校
22 ハッタリー B2 三上 祥司 元教職員
23 つらがまえ F30 鈴木 雅詩 栃尾高等学校
24 花馬祭 F31 鈴木 雅詩 栃尾高等学校
25 美術室から見える人海山 18× 32 恩田 康一 見附市立南中学校
26 グランド ジヤツト島の日曜日の午前

「
10 今澤 健志 魚沼市立堀之内小学校

27 円柱に寄せる想い F10 鰐測紀美子 新潟大学教育学部||1属長同中学校

28 座る少年 F10

29 Nさん F10
丸岡 日百子 長岡市立大田中学校

30 静 寂 F20

31 朝の妙高山 F50
濁川 徳一 長岡市立十日町小学校

32 連峰 :After image 38× 96

33 波と日]1{aze 96× 96
中村  信 見附高等学校

18X31× 33 堀田 正 元教職員34 記念写真

35 SUN ～ 10の層～ 90X90 田村 敏宏 長岡市立西中学校
51X4036 つめたい一月

37 月が見えない 51× 40
鈴木明恵美 加茂高等学校

36× 53イ也 田中美沙子 長岡市立西中学校38 十古

小千谷市立千田小学校39 雅 39× 44 佐藤久美子

115× 9040 コスモ 1
長岡高等学校

41 コスモ 2 115× 90
溝口 敏美

80× 70× 6042 House

43 PP大 60× 60× 20
中村  信 見附高等学校

44 堆積層 1 14_0× 140

45 堆積層 2 140× 140
田中 幸男 小千谷西高等学校

見附市立西中学校46 バレリーナ 30× 25× 25 斉藤 博文
47 想 30X25× 30 村山 イ『゙之 県立近代美術館

長岡市立小国中学校48 長岡市三島郡美術教育研究会 作品直径 15× 2 清田 夏樹
49 魚の小皿 10× 18 × 2 五十嵐由美子 長岡市立上組小学校

50 長岡市三島郡美術教育研究会 作品直径 15× 2 黒井美智子 長岡市立川崎小学校

今日のしあわせ 30× 30 石黒 裕子 長岡市立旭岡中学校51

52 薬師如来 27× 15X13 上坂 義則 元教職員
柴野ひさ子 元教職員53 希望 60X30× 30

54 遠い明日 30X30X30
中越高等学校

55 ねこちゃん 7× 7× 10
北村  和則

56 長岡市三島郡美術教育研究会 作品 15× 30× 25 岡地 大輔 長岡市立官内中学校
中川 純子 新潟大学教育学部附属長岡小学校57 長岡市三鳥郡美術教育研究会 作品25× 25× 30

58 長岡市三島郡美術教育研究会 作品35× 35× 20 比後 1真一 長岡市立刈谷田中学校
立川 厚生 長岡市立上組小学校59 長岡市三島郡美術教育研究会 作品50× 70× 50

60 長岡市三島郡美術教育研究会 作品40× 30× 45 山之内知行 長岡市立大田小学校

見附市立西中学校61 ピラルクー 90× 50× 40 斉藤 博文
62 残像 60× 15× 35 田村 晃夫 三条市立第二中学校
63 再生  2017-1 30× 30× 95

64 再 :生:  2017-2 30X30X90
霜鳥 健二 加茂高等学校

|●会期/平成|129111年 ||■21月 |1201毒は)～|1241日 (目)||||||||||
|●会場́ 長同市美術センタ■,(長岡市華1中1栞図書餌,1障 )
●:=催1/新潟県1中諄業

`1教

育|11家会||,||||||||||||11
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ず「11羅覇1鬱lg鱚:富菖‡薔』ξ
者


